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レイヤ 3インターフェイスについて
レイヤ 3インターフェイスは、IPv4パケットを静的またはダイナミックルーティングプロト
コルを使って別のデバイスに転送します。レイヤ 2トラフィックの IPルーティングおよび内
部 Virtual Local Area Network（VLAN）ルーティングにはレイヤ 3インターフェイスが使用で
きます。

ルーテッドインターフェイス

ポートをレイヤ 2インターフェイスまたはレイヤ 3インターフェイスとして設定できます。
ルーテッドインターフェイスは、IPトラフィックを他のデバイスにルーティングできる物理
ポートです。ルーテッドインターフェイスはレイヤ 3インターフェイスだけで、スパニング
ツリープロトコル（STP）などのレイヤ 2プロトコルはサポートしません。

すべてのイーサネットポートは、デフォルトでルーテッドインターフェイスです。CLIセッ
トアップスクリプトでこのデフォルトの動作を変更できます。

Cisco Nexus® 3550-Tスイッチインターフェイスのデフォルトモードはレイヤ 3です。（注）

レイヤ 3インターフェイスの設定
1



ポートに IPアドレスを割り当て、ルーティングをイネーブルにし、このルーテッドインター
フェイスにルーティングプロトコル特性を割り当てることができます。

ルーテッドインターフェイスからレイヤ 3ポートチャネルも作成できます。ポートチャネル
の詳細については、「ポートチャネルの構成」のセクションを参照してください。

ルーテッドインターフェイスは、指数関数的に減少するレートカウンタをサポートします。

Cisco NX-OSはこれらの平均カウンタを用いて次の統計情報を追跡します。

•入力パケット数/秒

•出力パケット数/秒

VLANインターフェイス
VLANインターフェイス、またはスイッチ仮想インターフェイス（SVI）、は、デバイス上の
VLANを同じデバイス上のレイヤ 3ルータエンジンに接続する仮想ルーテッドインターフェ
イスです。VLANには 1つの VLANインターフェイスだけを関連付けることができますが、
VLANに VLANインターフェイスを設定する必要があるのは、VLAN間でルーティングする
場合か、または管理VRF（仮想ルーティング/転送）以外のVRFインスタンスを経由してデバ
イスを IPホスト接続する場合だけです。VLANインターフェイスの作成を有効にすると、Cisco
NX-OSによってデフォルトVLAN（VLAN1）にVLANインターフェイスが作成され、リモー
トスイッチ管理が許可されます。

設定の前に VLANネットワークインターフェイス機能をイネーブルにする必要があります。
システムはこの機能をディセーブルにする前のチェックポイントを自動的に取得するため、こ

のチェックポイントにロールバックできます。ロールバックおよびチェックポイントについて

は、「Cisco Nexus® 3550-Tシステム管理構成」のセクションを参照してください。

VLAN 1の VLANインターフェイスは削除できません。（注）

VLANインターフェイスをルーティングするには、トラフィックをルーティングする VLAN
ごとに VLANインターフェイスを作成し、その VLANインターフェイスに IPアドレスを割り
当ててレイヤ 3内部 VLANルーティングを実現します。IPアドレスおよび IPルーティングの
詳細については、「CiscoNexus® 3550-Tユニキャストルーティングの構成」セクションを参照
してください。

次の図に、デバイス上の 2つの VLANに接続されている 2つのホストを示します。VLANご
とに VLANインターフェイスを設定し、VLAN間の IPルーティングを使ってホスト 1とホス
ト2を通信させることができます。VLAN1はVLANインターフェイス1のレイヤ3で、VLAN
10は VLANインターフェイス 10のレイヤ 3で通信します。
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図 1 : VLANインターフェイスによる 2つの VLANの接続

インターフェイスの VRFメンバーシップの変更
インターフェイスで vrf memberコマンドを使用すると、インターフェイス設定の削除に関す
るアラートが表示されます。また、そのインターフェイスに関する設定を削除するようにクラ

イアント/リスナー（CLIサーバなど）に通知されます。

system vrf-member-change retain-l3-configコマンドを入力すると、インターフェイスのVRFメ
ンバーの変更時にもレイヤ 3構成が保持されます。これは、既存の設定を保存（バッファ）
し、古い VRFコンテキストから設定を削除し、保存された設定を新しい VRFコンテキストに
再適用するために、クライアント/リスナーに通知を送信することによって行われます。

system vrf-member-change retain-l3-configコマンドが有効になっている場合、レイヤ 3設定は
削除されず、保存（バッファ）されたままになります。このコマンドが有効になっていない場

合（デフォルトモード）、VRFメンバーが変更されてもレイヤ 3設定は保持されません。

（注）

レイヤ 3設定の保持を無効にするには、no system vrf-member-change retain-l3-configコマンド
を使用します。このモードでは、VRFメンバーが変更されてもレイヤ 3設定は保持されませ
ん。

インターフェイスの VRFメンバーシップの変更に関する注意事項

• VRF名を変更すると、瞬間的なトラフィック損失が発生することがあります。

• system vrf-member-change retain-l3-configコマンドを有効にすると、インターフェイスレ
ベルでの設定だけが処理されます。VRFの変更後にルーティングプロトコルに対応するに
は、ルータレベルで設定を手動で処理する必要があります。

• system vrf-member-change retain-l3-configコマンドは、次によるインターフェイスレベル
の設定をサポートしています。

• ip addressやインターフェイス構成で使用可能なすべての OSPF/ISIS/EIGRP CLIなど
の CLIサーバーによって保持されるレイヤ 3構成。
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ループバックインターフェイス

ループバックインターフェイスは、常にアップ状態にある単独のエンドポイントを持つ仮想イ

ンターフェイスです。ループバックインターフェイスを通過するパケットはこのインターフェ

イスでただちに受信されます。ループバックインターフェイスは物理インターフェイスをエ

ミュレートします。0～ 1023の番号のループバックインターフェイスを最大 1024個の設定で
きます。

ループバックインターフェイスを使用すると、パフォーマンスの分析、テスト、ローカル通信

が実行できます。ループバックインターフェイスは、ルーティングプロトコルセッションの

終端アドレスとして設定することができます。ループバックをこのように設定すると、アウト

バウンドインターフェイスの一部がダウンしている場合でもルーティングプロトコルセッショ

ンはアップしたままです。

高可用性

レイヤ3インターフェイスは、ステートフル再起動とステートレス再起動をサポートします。
切り替え後、Cisco NX-OSは実行時の設定を適用します。

高可用性の詳細については、「CiscoNexus® 3550-Tユニキャストルーティングの構成」のセク
ションを参照してください。

DHCPクライアント
Cisco NX-OSは、SVI、物理イーサネット、および管理インターフェイス上の IPv4アドレスと
IPv6アドレスに関して DHCPクライアントをサポートしています。ip address dhcpを使用し
て、DHCPクライアントの IPアドレスを設定できます。または ipv6 address dhcpコマンドを
使用します。これらのコマンドは、DHCPクライアントからDHCPサーバに要求を送信し、DHCP
サーバからIPv4またはIPv6アドレスを要求します。Cisco Nexusスイッチ上のDHCPクライアン
トは、DHCPサーバに対して自身を識別します。DHCPサーバはこの IDを使用して、IPアド
レスを DHCPクライアントに返します。

DHCPクライアントが SVIで DHCPサーバ送信ルータおよび DNSオプションによって設定さ
れている場合、スイッチで ip route 0.0.0.0/0 router-ipおよび ip name-server dns-ipコマンドはス
イッチで自動的に設定されます。

インターフェイスでの DHCPクライアントの使用に関する制限事項

次に、インターフェイスでの DHCPクライアントの使用に関する制限事項を示します。

•この機能は、物理イーサネットインターフェイス、管理インターフェイス、および SVI
でのみサポートされます。

•この機能は、非デフォルトのVirtual Routing and Forwarding（VRF）インスタンスでサポー
トされます。

• copy running-config startup-configコマンドを入力すると、DNSサーバおよびデフォルト
ルータオプション関連の設定がスタートアップコンフィギュレーションに保存されます。
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スイッチをリロードするとき、この設定が適切ではない場合は、この設定を削除しなけれ

ばならない可能性があります。

•スイッチで設定できる DNSサーバは最大 6つです。これは、スイッチの制限です。この
最大数には、DHCPクライアントによって設定されるDNSサーバと手動で設定されるDNS
サーバが含まれます。

スイッチで 7つ以上のDNSサーバが設定されている場合、DNSオプションセットによっ
て SVIの DHCPオファーを取得すると、IPアドレスは SVIに割り当てられません。

• Cisco Nexus 3550-Tスイッチは、最大 10の IPv4 DHCPクライアントをサポートします。

• DHCPリレーの設定とDHCPクライアントの設定には互換性がなく、同じスイッチではサ
ポートされません。インターフェイスでDHCPクライアントを設定する前にDHCPリレー
の設定を削除する必要があります。

• VLANで DHCPスヌーピングが有効になっている場合、その VLANの SVIが DHCPクラ
イアントによって設定されているときは、DHCPスヌーピングが SVI DHCPクライアント
で実行されません。

• IPv4 DHCPクライアントを設定する場合は、 ipv4 address use-link-local-onlyコマンドで設
定します。これは ipv4 address dhcpコマンドを使用します。

レイヤ 3インターフェイスの前提条件
レイヤ 3インターフェイスには次の前提条件があります。

• IPアドレッシングおよび基本設定を熟知している。IPアドレッシングの詳細については、
「CiscoNexus® 3550-Tユニキャストルーティングの構成」のセクションを参照してくださ
い。

レイヤ 3インターフェイスの注意事項および制約事項
レイヤ 3インターフェイスの構成には次の注意事項と制約事項があります：

•レイヤ 3インターフェイスをレイヤ 2インターフェイスに変更する場合、Cisco NX-OSは
インターフェイスをシャットダウンしてインターフェイスを再度イネーブルにし、レイヤ

3固有の構成をすべて削除します。

•レイヤ 2インターフェイスをレイヤ 3インターフェイスに変更する場合、Cisco NX-OSは
インターフェイスをシャットダウンしてインターフェイスを再度イネーブルにし、レイヤ

2固有の構成をすべて削除します。

• IPアンナンバードインターフェイスはサポートされていません。

• SVIのマルチキャストおよび/または、ブロードキャストカウンターはサポートされてい
ません。
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• SVIとサブインターフェイスの両方のカウンタのコントロールプレーンSVI/SIトラフィッ
クはサポートされません。

• internal キーワードが付いている show コマンドはサポートされていません。

Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能に対応する Cisco NX-OSコマンドは通常使用す
る Cisco IOSコマンドと異なる場合があるので注意してください。

（注）

デフォルト設定
次の表に、レイヤ 3インターフェイスパラメータのデフォルト設定を示します。

表 1 :レイヤ 3インターフェイスのデフォルトパラメータ

デフォルトパラメータ

閉じる管理ステート

レイヤ 3インターフェイスの設定

ルーテッドインターフェイスの設定

任意のイーサネットポートをルーテッドインターフェイスとして設定できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバル設定モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始しま

す。

interface ethernet slot/port

例：

ステップ 2

switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)#

そのインターフェイスを、レイヤ3イン
ターフェイスとして設定します。

no switchport

例：

ステップ 3

switch(config-if)# no switchport

レイヤ 3インターフェイスの設定
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目的コマンドまたはアクション

[ip address]ステップ 4 •このインターフェイスの IPアドレ
スを設定します。IPアドレスの詳例：
細については、「Cisco Nexus®

switch(config-if)# ip address
192.0.2.1/8 3550-Tユニキャストルーティング

の構成」のセクションを参照してく

ださい。

（任意）レイヤ3インターフェイスの統
計情報を表示します。

show interfaces

例：

ステップ 5

switch(config-if)# show interfaces
ethernet 1/2

（任意）ポリシーがハードウェアポリ

シーに対応するインターフェイスのエ

no shutdown

例：

ステップ 6

ラーをクリアします。このコマンドによswitch#
switch(config-if)# int e1/2
switch(config-if)# no shutdown

り、ポリシープログラミングが続行で

き、ポートがアップできます。ポリシー

が対応していない場合は、エラーは

error-disabledポリシー状態になります。

（任意）この設定の変更を保存します。copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

switch(config)# copy running-config
startup-config

例

• switchportコマンドを使用し、コマンドを使用します。

目的コマンド

インターフェイスをレイヤ 2インターフェイ
スとして設定し、このインターフェイス上の

レイヤ 3固有の設定を削除します。

switchport

例：

switch(config-if)# switchportswitchport

•次に、ルーテッドインターフェイスを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/2
switch(config-if)# no switchport
switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/8
switch(config-if)# copy running-config startup-config

インターフェイスのデフォルト設定がルーテッドされます。レイヤ 2にインター
フェイスを設定するには、switchportを入力しますコマンドを使用します。レイ
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ヤ 2インターフェイスをルーテッドインターフェイスに変更する場合は、no
switchportコマンドを入力します。

VLANインターフェイスの設定
VLANインターフェイスを作成して内部 VLANルーティングを行うことができます。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入り

ます。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

VLANインターフェイスモードをイネー
ブルにします。

feature interface-vlan

例：

ステップ 2

switch(config)# feature interface-vlan

VLANインターフェイスを作成します。
numberの範囲は 1～ 4094です。

interface vlan number

例：

ステップ 3

switch(config)# interface vlan 10
switch(config-if)#

[ip address ip-address/length]ステップ 4 •この VLANインターフェイスの IP
アドレスを設定します。IPアドレ例：
スの詳細については、「Cisco

switch(config-if)# ip address
192.0.2.1/8 Nexus® 3550-Tユニキャストルー

ティングの構成」のセクションを参

照してください。

（任意）レイヤ3インターフェイスの統
計情報を表示します。

show interface vlan number

例：

ステップ 5

switch(config-if)# show interface vlan
10

（任意）ポリシーがハードウェアポリ

シーに対応するインターフェイスのエ

no shutdown

例：

ステップ 6

ラーをクリアします。このコマンドによ
switch(config)# int e1/3
switch(config)# no shutdown り、ポリシープログラミングが続行で

き、ポートがアップできます。ポリシー

が対応していない場合は、エラーは

error-disabledポリシー状態になります。

レイヤ 3インターフェイスの設定
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目的コマンドまたはアクション

（任意）この設定の変更を保存します。copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

例

次に、VLANインターフェイスを作成する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# feature interface-vlan
switch(config)# interface vlan 10
switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/8
switch(config-if)# copy running-config startup-config

VRFメンバーシップ変更時のレイヤ 3保持の有効化
次の手順により、インターフェイスの VRFメンバーシップを変更する際にレイヤ 3設定を保
持できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入りま

す。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

VRFメンバーシップ変更時のレイヤ 3
保持を有効化します。

system vrf-member-change
retain-l3-config

例：

ステップ 2

（注）

レイヤ3設定の保持を無効にするには、
no system vrf-member-change
retain-l3-configコマンドを使用します。

switch(config)# system
vrf-member-change retain-l3-config

Warning: Will retain L3 configuration
when vrf member change on interface.

ループバックインターフェイスの設定

ループバックインターフェイスを設定して、常にアップ状態にある仮想インターフェイスを作

成できます。

レイヤ 3インターフェイスの設定
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始める前に

ループバックインターフェイスの IPアドレスが、ネットワークの全ルータで一意であること
を確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入り

ます。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ループバックインターフェイスを作成

します。範囲は 0〜 1023です。
interface loopback instance

例：

ステップ 2

switch(config)# interface loopback 0
switch(config-if)#

[ip address ip-address/length]ステップ 3 •このインターフェイスの IPアドレ
スを設定します。IPアドレスの詳例：
細については、「Cisco Nexus®

switch(config-if)# ip address
192.0.2.1/8 3550-Tユニキャストルーティング

の構成」のセクションを参照してく

ださい。

（任意）ループバックインターフェイ

スの統計情報を表示します。

show interface loopback instance

例：

ステップ 4

switch(config-if)# show interface
loopback 0

（任意）この設定の変更を保存します。copy running-config startup-config

例：

ステップ 5

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

例

次に、ループバックインターフェイスを作成する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface loopback 0
switch(config-if)# ip address 192.0.2.1/8
switch(config-if)# copy running-config startup-config

レイヤ 3インターフェイスの設定
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VRFへのインターフェイスの割り当て
VRFにレイヤ 3インターフェイスを追加できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードに入り

ます。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始しま

す。

interface interface-type number

例：

ステップ 2

switch(config)# interface loopback 0
switch(config-if)#

このインターフェイスを VRFに追加し
ます。

vrf member vrf-name

例：

ステップ 3

switch(config-if)# vrf member
RemoteOfficeVRF

このインターフェイスの IPアドレスを
設定します。このステップは、このイン

ip address ip-prefix/length

例：

ステップ 4

ターフェイスを VRFに割り当てたあと
に行う必要があります。

switch(config-if)# ip address
192.0.2.1/16

（任意）VRF情報を表示します。show vrf [vrf-name] interface interface-type
number

ステップ 5

例：

switch(config-vrf)# show vrf Enterprise
interface loopback 0

（任意）この設定の変更を保存します。copy running-config startup-config

例：

ステップ 6

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

例

次に、VRFにレイヤ 3インターフェイスを追加する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface loopback 0
switch(config-if)# vrf member RemoteOfficeVRF
switch(config-if)# ip address 209.0.2.1/16
switch(config-if)# copy running-config startup-config

レイヤ 3インターフェイスの設定
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インターフェイスでの DHCPクライアントの設定
管理インターフェイスで DHCPクライアントの IPv4アドレスを構成できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバル構成モードを開始します。switch# configure terminalステップ 1

物理イーサネットインターフェイス、

管理インターフェイスを作成します。

switch(config)# interface ethernet type
slot/port | mgmt mgmt-interface-number |

ステップ 2

DHCPサーバに IPv4アドレスを要求し
ます。

switch(config-if)# [no] [ip | ipv4] address
dhcp

ステップ 3

取得されたいずれかのアドレスを削除す

るには、このコマンドの no形式を使用
します。

設定を保存します。ステップ 4

レイヤ 3インターフェイス設定の確認
レイヤ 3の設定を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

レイヤ3インターフェイスの設定情報、ステー
タス、カウンタ（インバウンドおよびアウト

バウンドパケットレートおよびバイトレート

の、5分間指数減少移動平均を含む）を表示し
ます。

show interface ethernet slot/port

レイヤ 3インターフェイスの動作ステータス
を表示します。

show interface ethernet slot/port brief

レイヤ 3インターフェイスの機能（ポートタ
イプ、速度、およびデュプレックスを含む）

を表示します。

show interface ethernet slot/port capabilities

レイヤ 3インターフェイスの説明を表示しま
す。

show interface ethernet slot/port description

レイヤ3インターフェイスの管理ステータス、
ポートモード、速度、およびデュプレックス

を表示します。

show interface ethernet slot/port status

レイヤ 3インターフェイスの設定
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目的コマンド

サブインターフェイスの設定情報、ステータ

ス、カウンタ（インバウンドおよびアウトバ

ウンドパケットレートおよびバイトレートが

5分間に指数関数的に減少した平均値を含む）
を表示します。

show interface ethernet slot/port.number

ポートチャネルサブインターフェイスの設定

情報、ステータス、カウンタ（インバウンド

およびアウトバウンドパケットレートおよび

バイトレートの、5分間指数減少移動平均を
含む）を表示します。

show interface port-channel channel-id.number

ループバックインターフェイスの設定情報、

ステータス、カウンタを表示します。

show interface loopback number

ループバックインターフェイスの動作ステー

タスを表示します。

show interface loopback number brief

ループバックインターフェイスの説明を表示

します。

show interface loopback number description

ループバックインターフェイスの管理ステー

タスおよびプロトコルステータスを表示しま

す。

show interface loopback number status

VLANインターフェイスの設定情報、ステー
タス、カウンタを表示します。

show interface vlan number

VLANインターフェイスの動作ステータスを
表示します。

show interface vlan number brief

VLANインターフェイスの説明を表示します。show interface vlan number description

VLANインターフェイスの管理ステータスお
よびプロトコルステータスを表示します。

show interface vlan number status

インターフェイスアドレスとインターフェイ

スステータス（ナンバード/アンナンバード）
を表示します。

show ip interface brief

OSPFまたは ISISを介して取得されたルート
を表示します（最適なユニキャストおよびマ

ルチキャストネクストホップのアドレスが含

まれる）。

show ip route

レイヤ 3インターフェイスの設定
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レイヤ 3インターフェイスのモニタリング
レイヤ 3統計情報を表示するには、次のコマンドを使用します。

目的コマンド

レイヤ 3インターフェイスの統計情報を表示
します（ユニキャスト、マルチキャスト、ブ

ロードキャスト）。

show interface ethernet slot/port counters

レイヤ 3インターフェイスの入力および出力
カウンタを表示します。

show interface ethernet slot/port counters brief

レイヤ 3インターフェイスの統計情報を表示
します。オプションとして、32ビットと 64
ビットのパケットおよびバイトカウンタ（エ

ラーを含む）をすべて含めることができます。

show interface ethernet errors slot/port detailed
[all]

レイヤ 3インターフェイスの入力および出力
エラーを表示します。

show interface ethernet errors slot/port counters
errors

SNMP MIBから報告されたレイヤ 3インター
フェイスカウンタを表示します。

show interface ethernet errors slot/port counters
snmp

ループバックインターフェイスの統計情報を

表示します。オプションとして、32ビットと
64ビットのパケットおよびバイトカウンタ
（エラーを含む）をすべて含めることができ

ます。

show interface loopback number detailed [all]

VLANインターフェイスの統計情報を表示し
ます。オプションとして、レイヤ 3パケット
およびバイトカウンタをすべて含めることが

できます（ユニキャストおよびマルチキャス

ト）。

show interface vlan number counters detailed [all]

SNMP MIBから報告された VLANインター
フェイスカウンタを表示します。

show interface vlan number counters snmp

レイヤ 3インターフェイスの設定例
次に、ループバックインターフェイスを設定する例を示します。

interface loopback 3
ip address 192.0.2.2/32

レイヤ 3インターフェイスの設定
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インターフェイスの VRFメンバーシップ変更の例
• VRFメンバーシップを変更する場合はレイヤ 3設定の保持を有効にします。

switch# configure terminal
switch(config)# system vrf-member-change retain-l3-config

Warning: Will retain L3 configuration when vrf member change on interface.

•レイヤ 3の保持を確認します。

switch# show running-config | include vrf-member-change

system vrf-member-change retain-l3-config

•レイヤ 3設定によって SVIインターフェイスを VRFの「blue」として設定します。

switch# configure terminal
switch(config)# show running-config interface vlan 2002

interface Vlan2002
description TESTSVI
no shutdown
vrf member blue
no ip redirects
ip address 192.168.211.2/27
ip router ospf 1 area 0.0.0.0
preempt delay minimum 300 reload 600
priority 110 forwarding-threshold lower 1 upper 110
ip 192.168.211.1
preempt delay minimum 300 reload 600
priority 110 forwarding-threshold lower 1 upper 110

• VRFの変更後に SVIインターフェイスを確認します。

switch# configure terminal
switch(config)# show running-config interface vlan 2002

interface Vlan2002
description TESTSVI
no shutdown
vrf member red
no ip redirects
ip address 192.168.211.2/27
ip router ospf 1 area 0.0.0.0
preempt delay minimum 300 reload 600
priority 110 forwarding-threshold lower 1 upper 110
ip 192.168.211.1
preempt delay minimum 300 reload 600
priority 110 forwarding-threshold lower 1 upper 110

レイヤ 3インターフェイスの設定
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• VRFを変更する場合、レイヤ 3設定の保持は次に影響します。

•物理インターフェイス

•ループバックインターフェイス

• SVIインターフェイス

•ポートチャネル

• VRFを変更する場合、既存のレイヤ 3設定が削除され、再適用されます。すべてのルー
ティングプロトコル（OSPF/ISIS/EIGRP）が古い VRFでダウンし、新しい VRFでアップ
します。

•ダイレクトおよびローカル IPv4アドレスが古い VRFから削除され、新しい VRFにイン
ストールされます。

• VRF変更時にトラフィック損失が発生する可能性があります。

（注）

関連資料

マニュアルタイトル関連資料

「 Cisco Nexus® 3550-Tユニキャストルーティ

ング構成」セクション

IP

「Cisco Nexus® 3550-Tレイヤ 2スイッチング

構成」セクション

VLANs
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翻訳について
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